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１．はじめに
　社会が激しく変化する昨今，高等教育の在り方も転換期を迎えて

いる。こうしたなか，西南学院大学（以下，「本学」）は，「自律

的に学び，自律的に行動する学生」の育成を実現するため，従来の

教育カリキュラムの見直しを図り，2023年度以降に入学する学生を

対象とする新カリキュラムを開始した。この新カリキュラムでは，

「SDGs」「Society 5.0」「少子高齢化社会」「人生100年時代」で表

される今後の社会で求められるマインドや姿勢，リテラシーを養成

するため，データサイエンス，スタディスキル，ライフデザイン，

ヘルスリテラシーの各分野において特色ある科目が設置されてい 

る１）。

　これらの科目の中でも，「データリテラシー」と「スタディスキルⅠ」

は，全学生を対象とした必修科目に位置付けられ，全ての回の講義をオン

デマンド形式で実施する特徴がある。オンデマンド形式にすることで，教

員は質の高い講義を収録して多くの学生に提供することができる。また，

学生も，自身の都合に合わせていつでも授業を受けることができるほか，

理解が足りない箇所について繰り返し重点的に説明を聴いて学習すること
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ができる。一方，対面の授業と比較して教員と学生の間の接点が少ないた

め，学生は疑問を感じた箇所について教員に質問しづらいほか，各学生が

個人で学習を進めるため，学習意欲を維持することが難しいという一面も

ある。さらに，公正な成績評価を実現するための工夫も求められる。

　そこで，本稿では，2023年４月に本学で初めてオンデマンド形式で開講

した「データリテラシー」に着目し，その実施概要について紹介したうえ

で（第２章），学生による授業評価の結果を分析し（第３章），その過程

で明らかになった課題を示し，これらの解決策を検討する（第４章）。

２．「データリテラシー」の概要

２－１．関連する科目とMDASHとの関係

　新カリキュラムにおいて，本科目とともに設置されたデータサイエンス

分野の科目を表１に示す。表１の４科目は本学の「数理・データサイエン

ス・AI教育プログラム」２）を構成しており，これらの科目の開講実績が揃

い次第，文部科学省の「数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定

制度」（MDASH）３）,４）の認定を目指している。このため，本科目の授業

内容は，MDASHのリテラシーレベルと応用基礎レベルの一部のモデルカリ

キュラム５）,６）に準拠するように設計している。本科目の各回の授業内容と

オンデマンド教材の種類（動画･資料･小テスト），２つのレベルのモデル

カリキュラムとの対応を表２に示す。

表１　本学の「数理・データサイエンス・AI教育プログラム」構成科目
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表２ 「データリテラシー」の授業内容とMDASHモデルカリキュラムの対応
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２－２．本科目の実施形態

　本科目は，2023年度以降に本学に入学する学生全員が必修科目として履

修しなければならない。必修科目は卒業時点までに単位を取得することが

求められるが，特に，本科目は，その基礎的な授業内容の性質上，１年次

の前期で履修して単位を取得したうえで，この科目で学んだ知識や技術を

他の科目で活用することが期待されている。こうした背景から，2023年度

には，新入生1,984人の98.5%に当たる1,955人が１年次の前期に履修登録を

行った。

　本科目は全14回の授業で構成され、全てオンデマンド形式で実施する。

学生は事前に作成された動画教材や資料を用いて学習し，その理解度を確

認する課題や小テストに取り組む。動画教材･資料･小テストに割り当てた

時間を表２に整理している。授業時間は，授業内容の区切りを考慮しつ

つ，毎回概ね100分前後となるように調整し，全体として1,350分となるよ

うに設計している。このうち，動画教材の実再生時間は約700分であるが，

動画を一旦停止して練習問題等に取り組む時間を含めると，動画教材を用

いた学習時間は1,145分を占める。なお，この動画教材はYouTube上に限定

公開で掲示し，解析機能を用いて学生の視聴状況を分析した（第４章で後

述）。また，授業時間とは別に，毎回200分程度，Microsoft Office の各ソフ

トウェアの基本操作について解説した e-Learning 教材の自主学習を求めて

いる。

　成績評価については，自主学習の中で解く課題（修了テスト）17回と，

授業内容の理解度を確認する小テスト６回を評価対象とし，それらの成績

を踏まえて２段階で評価する。

３．学生による授業評価

　第14回の授業の後に，学生による授業評価のアンケートを実施した。回

答の中から，本研究に活用することへの同意を得た1,432件（受講者全体の

73.2%）を集計した。集計の結果を以下に示す。
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３－１．本科目に対する関心度

　まず，学生の本科目に対する関心度を測るために２つの質問をした。こ

れらの質問への回答を図１に示す。図１(a)は，授業の核となる動画教材

の視聴状況についての回答である。「全体の８割（約50本）以上」を視聴

したとする回答が45.7%，「約６～８割（約40～50本）」の回答も含める

と，全体の72.8%を占めた。

　図１(b)は，１回の授業に対する平均的な自主学習（予習･復習･課題な

ど）の時間についての回答である。全体の85.0%が「約１時間」「30分以

下」となった。本学では，大学設置基準第21条７）に基づき，全14回（各

回100分）の授業に加えて毎回200分の自主学習を学生に求めているが，こ

れに対応する３時間以上を自主学習に充てた学生は全体の2.7%にとどまっ

た。

図１　本科目に対する関心度

３－２．授業の難易度･学習量･進度

　本科目の授業内容を大きく５つの単元に分け，単元別に授業の難易度･

学習量･進度について質問した。図２(a)は授業の難易度に関する回答であ
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る。全体的に「適切な水準だった」～「やや難しかった」という回答が多

かった。特に，第５～８回「表計算ソフトを利用したデータ分析」や，第

９～10回「コンピューターが処理するデータのしくみ」については，「難

しすぎてほぼ理解できなかった」と回答した学生が全体の14%，第11回

「アルゴリズムとプログラミングの基礎」でも12％を占めた。各単元の中

でも，より具体的にどの学修項目が難しいと感じたのか，第３章で後述す

る。

　図２(b)は授業での学習量，図２(c)は授業の進度（説明の速さ）に関す

る回答である。いずれの単元でも，「適切な学習量/進度だった」とする回

答が多くを占めたが，「やや多かった/速かった」とする回答も目立った。

　これらの回答から，本学の大多数の学生にとって，本科目の授業の難易

度はやや高く，求められる学習量もやや多いと感じられるものだったと言

える。

図２　授業の難易度･学習量･進度
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３－３．学修項目別の知識･スキルの習得状況

　各回の授業内容をより詳細な学修項目に区分し，本科目の終了時点で各

項目の知識やスキルがどの程度身に付いていると感じるか，自己申告によ

る回答を求めた（図３）。学生が回答した選択肢の比率を図中の右のグラ

フに示すとともに，「10～９割」の回答に9.5点，「８～７割」に7.5点，

「６～５割」に5.5点，「５割未満」に2.5点を割り当て，項目別に平均点を

算出した（「平均」列に表示）。全項目の平均点は6.35点となり，これを

下回った項目（6.3点未満）を薄灰色，大きく下回った項目（6.0点未満）を

濃灰色で示した。全体的な傾向は前節の単元別にみた授業の難易度に対す

る学生の回答と整合しており，第５回～第11回の学修項目の多くが薄灰色

～濃灰色となった。

　第５～８回「表計算ソフトを利用したデータ分析」では，実データを題

材にして，合計や平均値，標準偏差などの代表値の算出や，クロス集計表

を作成するためのピボットテーブルの操作，時系列データのトレンドを知

るための移動平均値の計算及び移動平均線の描画などを行っている。これ

らの内容は表計算ソフトを操作しながら理解することが効果的であるが，

小テストの出題範囲であった代表値（平均値，標準偏差など）の算出を除

く各項目の知識･スキルの習得が進まなかったのは，動画教材による一方向

の授業の中で，学生が自発的に表計算ソフトを操作して学習する機会を確

保できていなかったためだと考えられる。

　第９～10回「コンピューターが処理するデータのしくみ」や第11回「ア

ルゴリズムとプログラミングの基礎」の各項目についても，小テストの出

題範囲か否かで知識･スキルの定着に差が生じる傾向がみられた。知識･

スキルの習得が進んでいない学修項目については，これらの項目の理解度

を問う設問を小テストに追加していくことが改善策の一つとして考えられ

る。
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図３　学修項目別の知識･スキルの習得状況

３－４．課題･修了テスト･小テストの難易度

　課題（自主学習用の e-Learning 教材）と課題の受講後に受験する修了

テスト，授業の動画教材を視聴後に受験する小テストのそれぞれの難易度
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について質問した（図４）。いずれも，「適切な水準だった」が47～51%

と最も多く，次いで「やや難しかった」が43～47%となり，この２つの回

答が全体の95%程度を占めた。全体的に，やや難しいとする回答が目立つ

が，その一方で，「難しすぎてほぼ理解できなかった」は２～３%にとど

まった。これらの回答から，課題･修了テスト･小テストの内容はいずれも

履修者にとって易しいものではないが，決して難しすぎるものではなく，

真摯に学習に取り組むことで最大の学習効果が得られるものになってい

る。

図４　課題･修了テスト･小テストの難易度
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３－５．成績評価の予測

　成績評価に関する学生自身の予測について質問したところ，図５に示す

結果となった。「不明（シラバスを未読のため予測できない）」の回答を

除くと，学生の予測結果に基づく単位取得率は92%となり，実際の単位取

得率よりも低かった。これは，本科目の実際の単位認定水準が，学生の想

像よりも低いことを意味している。想像よりも単位の取得が容易であるこ

とは，学生の本科目に対する真摯な取組を阻害する要因となり得る。現状

の単位認定水準については再考の余地がある。

図５　成績評価の予測

３－６．総合的な評価

　全体を通じた総合的評価に関する２つの質問への回答結果を図６に示

す。図６(a)の総合的な満足度については，69％の学生が「とても満足」

「概ね満足」と回答しており，「不満な点が多い」「全く満足していな

い」の回答は５%にとどまった。また，図６(b)の本科目の推奨度（友人

や後輩に履修を勧めたいか）についても，「ぜひ勧めたい」「勧めてもよ

い」を合わせると62%，「勧める気分にはならない」「絶対に勧めない」

は７%であった。

　評価の詳細を明らかにするため，本科目の総評として「良かった点」と

「改善すべき点」について，それぞれ自由記述による回答を求めた結果，

「良かった点」には約438件，「改善すべき点」には約191件の回答を得

た。それぞれの回答を要約して集計した結果を表３と表４に示す。

　「良かった点」で多く挙がった意見を見ると，学生は，社会に出てOffice
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の操作方法やPCの基本的な知識，AI等の最先端の知識が必要になると感じ

てはいるものの，日頃は独力で学習する機会がないため，これらを学ぶこ

とができた点が評価された。また，オンデマンド形式の授業形態であった

ため，都合がつく時間帯に自分のペースで学習できる点も評価された。

　一方，「改善すべき点」では，動画教材や e-Learning 教材の量が多いと

する意見が多かった。ただし，表２にも示したとおり，教材の量は２単位

分の学習量を超えるものではない。学習量が多く感じる原因として，オン

デマンド形式の授業形態では毎週決まった曜限に学生を拘束しないため，

「毎週100分間の授業を動画教材で受けている」という認識が薄く，教材の

量が多く感じられた可能性がある。また，オンデマンド形式では不明な点

を気軽に質問できないため，対面授業の回を要望する意見も散見された。

この要望に答えるため，主に大学院生を雇用し，平日日中に２人が教室に

常駐して質問対応に当たっているが，周知が不十分だったためか，開講期

間中に寄せられた質問は16件にとどまった。こうした学習支援体制の活用

を一層呼びかけていく必要がある。

図６　総合的な評価
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表３　本科目の「良かった点」
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表４　本科目の「改善すべき点」



2023年度 ｢データリテラシー｣ 科目の実施結果と課題の検証— 90 —

４．本科目の改善に向けた検討課題

　2023年度の本科目の実施状況を振り返るなかで，2024年度以降に向けて

改善すべき課題も明らかになった。

４－１．授業の受講状況（動画教材の視聴状況）

　授業の受講状況を把握するため，YouTubeに実装の解析機能を用いて，

動画教材の視聴状況を表す各指標（視聴回数，平均視聴時間，平均再生

率，30秒後の維持率，動画終了時点の維持率，高評価/低評価数）を集計し

た（表５）。表中に※印を付した一部の教材は旧カリキュラムの科目「情

報活用基礎」を履修した学生も視聴しているが，履修者数は本科目の１割

にも満たないことから，集計に当たっては考慮しなかった。なお，視聴回

数については，全ての動画の平均的な視聴回数を100とした場合の相対的な

指標で示している。

　学生の動画教材へのアクセス数は，第４回までは一定数が維持される

が，その後は回を重ねるごとに低下した。表５中，視聴回数が少ないも

のを濃く示した。第７回の「質的データの分析」「不適切なグラフ表現」

や，第９回の「データ量の単位」「コンピューターで扱うデータの種類」

の視聴回数が少なく，これらの学修項目に苦手意識を持ち，アクセスを避

けた学生が多いとみられる。動画の内容を知らない状態で，それにアクセ

スするか否かは，動画に付したタイトルやサムネイル画像（動画の内容を

簡単に表す小画像）の影響を強く受ける。視聴回数が少なかった動画のタ

イトルには「コンピューター」や「データ」などの単語が多く含まれてお

り，これらの単語が敬遠された可能性がある。この対策として，タイトル

内の「コンピューター」を「パソコン」に言い換えるなど，学生がより身

近に感じる表現に修正することも一考に値する。
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表５　動画教材の視聴状況を表す各指標
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図７　視聴者維持率の変化の事例

　また，視聴回数は動画にアクセスした回数であり，直後に離脱した数も

含まれている。再生時間全体を通じて各動画がどの程度視聴されている

か，動画の各時点における維持率から大よそ推測することができる。図７

に維持率の変化の事例を示した。いずれの動画も，維持率は再生開始から

30秒の間に大きく低下するが，その後は動画終了まで漸減又は横ばいの状

態が続く傾向がある。また，図７のグラフの背景の影は，YouTube上で視

聴されている同程度の再生時間を持つ他の動画の平均的な維持率の推移を
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示したものであり，他の動画でも同様の傾向がみられる。各動画の開始か

ら30秒後の維持率と終了時点の維持率を表５に集計した。開始から30秒以

内に５割近くが離脱している動画もある。これらの動画については，一度

観始めた学生を繋ぎ止める工夫が必要になる。具体的には，動画の冒頭で

授業の概要を明示するとともに，この動画を視聴することでどのような学

修効果が得られるのか示すなどして，30秒間で学生の関心を引き出せるよ

うな構成の改善が求められる。

　平均再生率も，各動画がどの程度視聴されているのかを表す指標であ

る。平均再生率は，動画全体の再生時間のうち各視聴者が実際に観た時間

の割合（%）を集計し，これを全視聴者で平均したものである。平均再生

率は動画の再生時間が長いほど下がる傾向がある。このため，再生時間が

異なる動画の間で一律に比較することはできない。また，収益化を目指す

動画とも単純には比較できないが、目標とすべき目安は概ね40%以上とさ

れる。表５中の平均再生率が低いものを濃く示した。

　最後に，履修者全体としての受講状況を測る指標として，各動画につい

て，視聴回数を示す指標に平均再生率を乗じた値も表５に整理した。同表

中，この値がより小さなものを濃く示した。動画の視聴回数と平均再生率

をバランス良く増やし，この値を高めていくことが重要である。

４－２．授業の受講率を高めるための方策

　授業の実施形態をオンデマンド形式にするメリットの一つとして，学生

は既に理解している箇所の説明を早送りや省略できる代わりに，理解が不

足している箇所の説明を繰り返し視聴することができ，各学生の理解度に

合わせた効率的･効果的な学習を実現できる点がある。その意味では，必

ずしも全ての動画を視聴することを強要すべきものではない。しかし，視

聴状況を見る限り，特に後半の授業回で自主的な学習に取り組めていない

学生が多く，現状，オンデマンド形式の長所が活かされているとは言い難

い。

　授業の受講率を高めていくための方策として，図７の中段でみられる維
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持率の一時的な回復が手がかりになる。通常，維持率は30秒後から動画終

了まで漸減していくが，この動画では 4:00～6:30 の間で維持率が回復し

ている。この時間帯には，小テストに出題された問題に関する説明が含ま

れており，学生が動画を繰り返し視聴して解法を確認している様子が窺え

る。

　現在，小テストは全14回の授業を通じて６回のみのため，このように維

持率が回復する動画は少ない。小テストの頻度を増やし，動画を視聴して

学習すれば解くことができる設問を増やすことで，維持率が回復する動画

も増え，全体として授業の受講率を高めることができると期待される。

５．まとめと今後の課題

　全てオンデマンド形式による授業は2023年度の本科目が初の試みであ

り，受講する学生の反応の予測もつかない中で，手探りでの実践であっ

た。一方で，学習管理システム（Moodle）を通じて一学年の全学生の履修

状況等に関するデータを詳らかに取得することができた。これらのデータ

の分析を通じて，学生からの評価や，オンデマンド形式で授業を実践する

に当たっての課題が明確になったことは一定の成果である。

　今回の調査で明らかになった課題を2024年度の授業で解決していかなけ

ればならない。喫緊の課題として，各動画の理解度を確認するための設問

を用意し，小テストの頻度を増やすことで授業の受講率を高めていく必要

がある。
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